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 要  旨 
モーションキャプチャは、現実の人物の姿勢や動作を計測し、ディジタル的に記録することで
ある。運動解析の他、計測データを使って CG により動作を再現できるため、映画やコンピュー
タゲームの作成などに広く用いられている。 
現在主に用いられているモーションキャプチャの手法は、特殊な装置や環境を必要とするが、 
これらを必要としない、１つのカメラによって撮影された映像（単視点動画像）のみを用いたモ
ーションキャプチャの実現に向けて研究が行われている。単視点動画像のみを用いたモーション
キャプチャが実現できれば，映像さえあれば、過去における動作も再現可能になるなど利用でき
る範囲が増すと考えられる。 
以上の背景から、単視点動画像を用いたモーションキャプチャ手法が種々提案されているが、
様々な動作における各個人の特徴（動作特徴）を正確に再現できるまでには至っていない。そこ
で本研究では、動作特徴の再現性が高いモーションキャプチャ手法を考案した。 
本手法は、人間の動作特徴を時間変化の特徴（時間的特徴）と姿勢そのものの特徴（空間的特
徴）に分けて考え、予め用意したモデルシーケンスを基に２つの特徴を段階的に合わせ込んでい
く。第 1 段階は、対象動画像の各フレームに対してモデルフレームと類似度の照合を行い、最も
類似しているモデルフレームを抽出していくという時系列フレーム全体に対する時間的処理であ
る。第 2 段階は、第 1 段階で抽出されたモデルフレームの姿勢を初期値として、関節角度パラメ
ータを調整し動画像フレームの姿勢に近づけていくという各フレームに対する空間的処理であ
る。以上の 2 段階処理によって動作特徴を正確に再現する。 
「走る」「蹴る」などの簡単な動作に対して本手法を用いてモーションキャプチャの実験を行っ
た結果、下半身について対象動作の動作特徴を再現したモーションデータを取得することができ
た。上半身の動きは身体の部位同士の重なりが多いのに対して、本手法は 2 次元による照合を基
本としているため再現性が低かった。今後、再現性を高めるためには、色情報などの付加的な特
徴量を用いるなどの工夫が必要となる。 
 
